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○
市
民
活
動
の
推
進
と
公
平
性
に
つ
い
て

（
１
）
エ
コ
ボ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
実
績
に
つ
い
て

（
２
）
エ
コ
ボ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
廃
止
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
い
て

（
３
）
エ
コ
ボ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
い
た
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

○
保
育
行
政
に
つ
い
て

（
１
）
保
育
園
運
営
費
に
お
け
る
人
件
費
の
割
合
を
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て

（
２
）
保
育
士
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
市
川
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
こ
ど
も
・
若
者
、
子
育
て
当
事
者
か
ら
意
見
を
聞
き
、
計
画
を
立
て
る
よ
う
、

国
か
ら
、
市
町
村
に
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
市
川
市
で
は
？
）

○
令
和
６
年
８
月
２
日
に
設
立
さ
れ
た
新
湾
岸
道
路
有
識
者
委
員
会
に
関
す
る
市

の
認
識
に
つ
い
て

○
（
仮
称
）
押
切
・
湊
橋
事
業
の
市
民
周
知
に
対
す
る
市
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

○
環
境
行
政
に
つ
い
て

・
本
市
が
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
認
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

（
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
と
は
、
「
様
々
な
取
組
等
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
保

全
が
図
ら
れ
て
い
る
区
域
」
を
国
が
認
定
す
る
こ
と
で
す
）

12
月
議
会
始
ま
る

今
回
の
代
表
質
問
は
、
清
水
議
員
（
12
月
２
日
14
時
）
で
、
行
徳

地
域
の
課
題
と
し
て
、
塩
浜
親
水
事
業
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
な
ど
を
質
問
し
ま
す
。
私
廣
田
は
、
10
日
（
火
）
10
時

か
ら
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
29
日
～
12
月
16
日

市川南消防署の移転先が示される

市
川
南
消
防
署
は
、
行
徳
地
域
の
さ

ら
な
る
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
南
消
防
署
の
建
て
替

え
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
用
地
の

確
保
が
困
難
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
南
消
防
署
隣
の
新

浜
小
学
校
校
庭
の
一
部
に
あ
る
公
立
新

浜
幼
稚
園
が
令
和
７
年
度
末
に
閉
園
に

な
る
こ
と
で
、
そ
の
用
地
を
活
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
用
地
の
倍
に
な
る
こ
と

で
、
建
物
内
に
緊
急
用
の
車
両
が
収
ま

る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
周
辺
の
道
路

事
情
、
一
方
通
行
の
先
に
は
カ
ー
ブ
が

あ
り
、
そ
こ
が
緊
急
用
の
車
両
の
出
入

り
口
に
な
り
ま
す
。
安
全
第
一
に
考
え
、

造
る
前
に
充
分
な
検
討
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
南
消
防
署
の
供
用

は
、
令
和
11
年
度
内
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

12月19日㈭ 午後2時～
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ひ
と
り
ご
と…

12

月

に
入
り
ま
し
た
が
、
天

気
が
い
い
と
昼
間
は
暑

く
、
夜
は
冷
え
込
み
体

調
を
悪
く
し
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。
紅

葉
の
見
ご
ろ
に
な
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
上
階
に

上
が
る
と
、
き
れ
い
な

中
庭
が
見
ら
れ
ま
す
。

四
季
を
感
じ
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
桜
が
咲

き
、
梅
の
実
が
な
り
、

お
月
見
を
し
て
、
ゆ
ず

湯
に
入
れ
ば
充
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

お
せ
ち
料
理
を
作
る
季

節
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
い
く
ら
材
料
が
高

騰
し
て
も
、
作
る
楽
し

み
と
食
べ
る
楽
し
み
に

は
か
な
い
ま
せ
ん
。

毎
年
１
月
２
日
に
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
馴
染

み
の
友
達
に
会
う
の
も

嬉
し
い
も
の
で
す
。

来
年
は
、
千
葉
県
知
事

選
挙
や
参
議
院
選
挙
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
一
番
に
考
え
、

戦
争
へ
の
道
を
断
っ
て

く
れ
る
政
治
を
望
み
ま

す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

次回1月14日(火)午後2時より
市役所６F共産党控室にて

1人30分、事前予約が必要です。
334-1111 内線18221

無料法律相談

子育てキャラバンに参加しました

千
葉
県
保
育
問
題
協
議
会
で
は
、
毎
年
、

県
内
全
市
町
村
を
ま
わ
り
、
保
育
や
放
課
後

保
育
ク
ラ
ブ
の
実
態
や
国
の
施
策
に
対
す
る

考
え
方
な
ど
を
担
当
課
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。

私
も
毎
年
数
か
所
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
11
月
12
～
13
日
で
、
５
市
３
町

と
懇
談
し
ま
し
た
。
訪
問
先
は
、
地
図
上
の

下
線
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
川
市
と
は
、

人
口
、
子
ど
も
の
数
も
大
き
く
違
い
ま
す
が
、

行
政
の
子
育
て
に
対
す
る
思
い
や
、
保
護
者

の
悩
み
な
ど
は
、
同
じ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
、
保
育
士
不
足
の
話
が
多
く
、

ど
こ
で
も
国
の
配
置
基
準
で
は
到
底
足
り
ず
、

保
育
士
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
度
途
中
の
退
職
者
を
補
う
の

が
大
変
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
１
日
中
働

い
て
く
れ
る
人
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
短
時

間
の
人
を
複
数
雇
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

町
で
は
、
近
い
将
来
小
学
校
の
統
合
に
伴

い
保
育
園
の
あ
り
方
な
ど
も
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
す
で
に
少
子
化
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

高
学
年
、
特
に
６
年
生
の
居
場
所
に
悩
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
一
人
か
二
人
の
６
年

生
に
対
し
、
低
学
年
が
大
勢
で
か
ら
か
う
こ

と
も
あ
り
、
６
年
生
の
居
場
所
に
な
っ
て
い

な
い
現
状
で
す
。

ど
こ
に
生
ま
れ
て
も
、
の
び
の
び
健
や
か

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
本
来
の
福

祉
と
し
て
の
保
育
園
の
あ
り
方
を
、
共
産
党

の
方
針
に
沿
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
と
は
、
親
が
働
い
て
い
な
く

て
も
未
就
学
の
子
ど
も
を
保
育
所
等
に
預
け
ら
れ
る
も
の
で
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保

育
事
業
等
に
通
っ
て
い
な
い
0
歳
6
か
月
～
満
３
歳
未
満
の
子

ど
も
で
す
。

市
川
市
は
、
本
格
実
施
を
前
に
今
年
度
か
ら
試
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
公
立
保
育
園
３
園
で
実
施
（
登
録
者
64
人
・
利
用

者
の
べ
192
人
・
利
用
時
間
の
べ
622
時
間
・
平
均
3.2
時
間
）

保
育
室
の
確
保
や
保
育
士
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
ア
プ
リ
で
空
い
て
い
る
保
育
園
や
時
間
帯
を
調

べ
て
予
約
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
か…

し
か
し
、
子
ど
も

は
荷
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
利
さ
だ
け
で
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

「こども誰でも通園制度」


